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製品中 PFOA 分析について、
大幅に低濃度まで測定できるようになりました 
PFOA 分析に用いる測定装置 LC-MS/MS の新機種導入により、報告下限値が 5ppm から

10ppb（試料による分析阻害のない場合）へ大幅に低濃度まで測定できるようになり

ました。（分析方法：CEN/TS 15968:2010 準拠） 

環境省は、神戸市、富山市、いわき市及び秋田県並びに神戸環境クリエート株式会社、  

株式会社富山環境整備、株式会社クレハ環境及びエコシステム秋田株式会社の協力を得て、  

全国 4 か所において、PCB 廃棄物の焼却実証試験を実施し、結果を公表しました。 

 

1、趣旨 

環境省では、廃棄物処理法に基づき環境大臣の認定した事業者により、微量 PCB 汚染廃電気  

機器等や、PCB 濃度が 0.5%以下の廃 PCB、PCB 汚染物及び PCB 処理物を処理する制度を  

構築しました。一方、PCB を使用した塗膜、感圧複写紙、汚泥の PCB 汚染物には PCB 濃度が 0.5%から  

10％程度のもが含まれ、これまでの実証試験で用いた試料は 0.5%程度までのため、こうした  

PCB 汚染物（PCB 濃度 0.5%～10％程度）の処理体制の構築に向けて、全国 4 か所において、  

PCB 廃棄物の焼却実証試験を実施しました。 

 

2、実施内容 

PCB を含む塗膜くず、感圧複写紙、シーリング材、汚泥、養生材・ウエス等の廃プラスチック類及び

繊維くず等（PCB 濃度 0.5%～10％程度）をプラスチック容器に入れて密閉したものを焼却炉に  

投入し、他の産業廃棄物と混焼。（焼却は、燃焼ガスを 1,100℃以上の温度に保ちつつ、2秒以上滞留）

 

3、実施結果 

施設の敷地境界、周辺における大気中、排ガス中、焼却後の燃え殻、ばいじん及び排水に含まれる

PCB、ダイオキシン類濃度について、基準値等よりも低いことを確認し、周辺環境に影響を  

及ぼすことなく PCB が安全かつ確実に無害化処理されていることが確認されました。  

今後、実施結果を踏まえ、無害化処理認定施設の処理対象の拡大等、制度の見直しが予定されて  

います。 

 

当社では、絶縁油中の PCB 分析について、今まで多くのお客様からご依頼を頂くと共に、多検体、

短納期の体制で行っております。是非お任せ下さい。 
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